　

エドワジエラ・イクタルリ感染症について

１　国内での発生状況

　平成19年8月から10月にかけて、国内数河川において類似の症状でアユが死亡し、平成20年2月15日に農林水産省が国内で初めての新型感染症（エドワジエラ・イクタルリ感染症）として記者発表を実施。

２　原因菌

　発生した疾病の原因菌は平成20年1月末にほぼエドワジエラ・イクタルリ（Edwardsiella  ictaluri）であると同定されるとともに、今まで日本には存在しないとされていた細菌であることが判明。

　広島大学及び（独）水産総合研究センター養殖研究所の解析により、東南アジアにおけるナマズ類の疾病の原因菌であるエドワジエラ・イクタルリとほぼ一致し、東南アジアから国内に入ってきた可能性が示唆される。

３　疾病の症状と特徴

【疾病の症状】

　外部症状：外観的な症状は乏しい（肛門・体表・鰭基部発赤、眼球突出等を示す場合もある）。また、活力の減退、異常遊泳を示すこともある。

内部症状：腹水の貯留、腎臓の肥大・軟化、肝臓の退色あるいは出血等

【疾病の特徴】

　自然発症ではナマズ類、アユ、ニジマスでの感染が、実験感染ではヨーロッパナマズ、マスノスケ、ブルーテラピア等の魚類での感染が報告されている。

　また、夏季の高水温期（水温20℃以上）に発生しやすいが、アユから分離された菌は37℃以上では増殖しないことが確認されている。

　なお、人体の健康への影響はないとされている。

